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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「かわいい」感の国際間の共通性と差異の明確化である。我々はこ
れまでおもに日本人を対象に、視覚・触覚・聴覚のマルチモーダルな側面から、人工物の物理属性から生じる
「かわいい」感を系統的に解析し、その結果から「かわいい」人工物の定量的構成法を導出した。本研究は、こ
れまでの研究の方法および成果に基づき、色や見た目の質感等の視覚的物理属性に対象を絞り、「かわいい」感
の国際的多様性に焦点を当てた。そして日本人および外国人を対象とし、「わくわく系」と「癒し系」の分類を
考慮した「かわいい」感の数学モデルを構築した。モデルの構築には、生体信号として心拍や視線情報も利用し
た。 

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the similarities and differences in 
the "kawaii"　feelings among countries. We have systematically analyzed “kawaii feelings generated 
from physical attributes of artificial products from multimodal, such as visual, tactile, and 
auditory, aspects, mainly among Japanese people. From the analysis results, we derived a 
quantitative construction method for “kawaii” products. Based on the method and results of those 
previous research, this study was concerning on the visual physical attributes such as color and 
visual texture, and focused on the international diversity of "kawaii" feelings. Targeting Japanese 
and foreigners, we constructed mathematical models of the "kawaii" feelings considering the 
classification of "excited" and "healing." To construct the model, we also used ECG and gaze 
information as biological signals

研究分野： 感性工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
「かわいい」という感性価値は、従来おもに女性のみの価値として軽視されがちであったが、昨今は若者を中心
に性別によらない価値へ、さらに国際的な価値へと変貌しつつあることから、その世界的市場価値としてのポテ
ンシャルは極めて高く、今後益々高くなることが予想される。
そこで本研究は、学術的な独創性のみならず、その成果が感性価値の高い人工物の設計・製造に直接役立つこと
から、日本のものつくり産業の活性化に大いに貢献するものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

21 世紀の価値観のパラダイムシフトにより、物質的ではなく精神的な豊かさが求められ
るようになった。さらに従来のものつくりの価値である性能・信頼性・価格に加え、感性を
第 4 の価値として認識する国の取組みも、「感性価値イニシアティブ」として平成 19 年に
開始された。 
研究代表者は、21 世紀の高度情報化社会において、女性・子供や障害者・高齢者等の社

会的弱者こそがその恩恵に浴すべきだと考え、基盤研究(C)「誰もが安心して暮らせる社会
を実現するための、生活空間の条件の感性実験による導出」や「安心、快適、わくわく感」
等を研究してきた。さらにその成果を基礎として、日本の人工物の「かわいい」という感性
価値の系統的な構成法の導出を目的とする研究を開始した。ここで「かわいい」に着目した
理由は以下である。 
 日本のゲーム・マンガやアニメーションなどのディジタルコンテンツが世界中に大き

く広まっている要因として、日本人の高度できめ細やかな技術力と共に、ハローキテ
ィやポケモンなどのキャラクタに「かわいい」という魅力があると考えられる。 

 最近の「かわいい」に関する国内外の著作（四方田：「『かわいい』論」等）から、「か
わいい」は、日本を起源とする感性価値で「愛くるしい」「すてきな」などの前向き
な意味を持つと考えられ、さらに国のクールジャパン戦略等で、昨今ますます注目を
集めている。 

 以上の背景にもかかわらず、これまで「かわいい」という感性価値に対する系統的な
研究はほとんど無く、また注目は集めているものの、国の経済効果への寄与は小さい。 

 そこで研究代表者である大倉らは、平成 21～23 年度に基盤研究(C)「系統的解析に基づ
く、「かわいい」人工物の系統的構成手法の導出」、平成 26～28 年度に基盤研究(B)「生体
信号を利用したマルチモーダルな「かわいい人工物」の定量的構成法の導出」を実施した。
これらの研究では、おもに日本人 20代男女を対象として、アンケートと生体信号を用いて、
人工物のマルチモーダルな（視覚・触覚・聴覚の）物理属
性に起因する「かわいい」感を計測した。しかしこれらの
研究の過程で、例えば日本人とタイ人とは「かわいい」感
が比較的近いが差異もあること、また日本人とサウジア
ラビア人とはかなり「かわいい」感が異なること等に気
づき、「かわいい」感の国際的多様性の明確化（図 1）と
いう本研究の着想に至った。 
  
２．研究の目的 
本研究の目的は、「かわいい」感の国際間の共通性と差

異の明確化である。我々は、これまでおもに日本人を対
象に、視覚・触覚・聴覚のマルチモーダルな側面から、人
工物の物理属性から生じる「かわいい」感を系統的に解
析し、その結果から「かわいい」人工物の定量的構成法を
導出した。本研究は、これまでの研究の方法および成果
に基づき、「かわいい」感の国際的多様性に焦点を当て、
日本人以外の外国人の「かわいい」感のモデルを導出す
る。ここでは色や見た目の質感等の視覚的物理属性に対
象を絞り、これまでの脳波や心拍等の生体信号だけでな
く視線追跡も用いる。本研究は、グローバル社会におけ
る感性のダイバーシティ尊重の観点から学術的にも必要
不可欠であり、また我が国の国際マーケティング戦略の側面からも極めて重要である。 
 
３．研究の方法 
(1) 日本人および外国人を対象とした、「わくわく系」と「癒し系」の分類を考慮した「か
わいい」感のモデルの検証実験：これまで実施してきた視覚・触覚・聴覚に関するバーチャ
ル環境および実環境での系統的解析に基づき、2 種類の「かわいい」感をマルチモーダルな
物理属性から推定するモデルを構築する。このモデルに基づき、日本人と外国人を実験協力
者として、色や視覚的質感などの視覚的物理属性を対象として、同じ条件で「かわいい」感
を定量的に評価し、特に外国人に関してモデルを検証する 
 
(2)  (1) における生体信号計測や視線追跡による「かわいい」感のモデル構築：生体信号
としては、脳波と心拍を測定し、生理指標として例えば脳波では、α波、β波のパワースペ
クトル等、心拍では RRI 等を算出する。また視線追跡装置を用い、停留時間、停留回数、
瞬目回数等の指標を算出する。 
 
(3)  構築したモデルを活用した、実際の製品での評価・検証 
 
 

 

図 1 本研究のイメージ 



４．研究成果 
(1)  日本人および外国人を対象とした、「わくわく系かわいい」感のモデルの検証実験： 
スプーン画像を対象として、日本人とタイ人の「わくわく系かわいい」感のモデルを構築

し、性別も含めて、共通性と差異を明らかにした。また、化粧品のボトルの画像を対象とし
て、日本人とタイ人の「わくわく系かわいい」感のディープラーニングによるモデルを構築
し、両者の共通性と差異を明らかにした。さらに、このモデルに対し、ボトルデザインを部
分的に改変した画像を入力することで、「かわいい」感に影響するキーファクターを定量的

に明確にした（図 2）。なお評価には視線追跡データも活用した。 
さらに、この実験とは異なる化粧品のボトルの画像を対象として、日本人と中国人の同様

のモデルを別途構築し、両者の共通性と差異を明らかにする予定であったが、平成 31 年度
末（令和元年度末）の中国国内の COVID-19 の感染状況により、未完になってしまった。 
 
(2)  日本人および外国人を対象とした、「わくわく系」と「癒し系」の分類を考慮した生
体信号計測や視線追跡による「かわいい」感のモデル構築： 
ぬいぐるみの実物を用いて実験を行い、「わくわく系かわいい」感と「癒し系かわいい」

感と心拍の関係に関する新しい知見を得た。さらに、これらの「かわいい」感に対し、心拍
から算出した生理指標を説明変数とする重回帰モデルを、日本人を対象として構築した。こ
の重回帰モデルでは、例えば「わくわく系かわいい」感は心拍が高いと値が大きくなり、「癒
し系かわいい」感は心拍が低いと値が大きくなる等、妥当な結果が得られた。 
またスプーン画像を対象として、スプーンの柄のデザインの物理属性と視線追跡の指標

との関係を明らかにする実験を行い、成果を得た。 
さらに、「わくわく系」と「癒し系」の両方の要素を含む動画像を用いて実験を行い、「わ

くわく系かわいい」感と「癒し系かわいい」感と心拍の関係に関する新しい知見を得た。ま
た、これらの「かわいい」感に対し、心拍から算出した生理指標を説明変数とする重回帰モ
デルを構築した。 
 
(3) 構築したモデルを活用した、実際の製品での評価・検証： 
実際のぬいぐるみという製品を用いて実験を行い、モデルを構築することで、当初計画の

(3)は、(2)の一部に含まれることとなった。 
 
(4) 「原宿系かわいい」と分類されるファッション
の特徴抽出及び日本や外国との比較（当初の計画外）： 
「原宿系かわいい」ファッションは、他のファッシ

ョンと比較して大きな特異性を有すると考えられる。
その特徴を、新しく colorfulness という画像特徴量を
用いて定量化すると共に、原宿や渋谷のストリートフ
ァッションやタイのストリートファッションと比較
した。その結果、「原宿系かわいい」ファッションの
独自性が明らかになった。図 3 に、原宿かわいい（HK）
画像 113 枚と原宿および渋谷のストリートスナップ
（HS41 枚、SS20 枚）の colorfulness の平均値と標
準偏差を示す。図には無いが、タイのバンコクの Siam 
Square のストリートスナップも、HS や SS と同様の
傾向であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 キーファクターとしてのキャップのかわいい感への効果 
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図 3 Colorfulness 
（HK：原宿系かわいい、 

HS：原宿ストリートスナップ、 
SS：渋谷ストリートスナップ） 
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